
	
 

 1	
 /	
 2 
 

2011／	
 

4 月 2 日のｱｼﾞｪﾝﾀﾞ	
 
司会	
 松本会員	
 書記	
 古場会員	
 

場所	
 大阪市立社会福祉ｾﾝﾀｰ 305 号室	
 

＊事務局報告＊（参加者 31 名）	
 	
 和泉	
 会員	
 

 東日本大震災募金について…東日本大震災の被災者に黙祷を捧げる。	
 

ふくてっくから被災地への義援金を募る。どこを通じて被災者に届けるかは“ぼとむあっぷ”で協議する。	
 

（日本赤十字社、中央共同募金会、読売新聞社と読売光と愛の事業団、大阪府受入避難者支援基金…等々）	
 

 ＮＰＯ公募提案型事業説明会…3/25 大阪市市民局主催。山本・清水会員参加。事業は①「NPO ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ講座」NPO 課題

解決の為の支援講座②「職員のための NPO 体験研修」市職員の NPO 等との協働意識を醸成させる講座。公募締切は 4/22。

時間猶予も無く、ふくてっくとして事業企画・提案は難しいと判断する。	
 

 6 月発行予定会誌について…5月例会で会誌内容を説明する。	
 

 回覧します。	
 
・さつきつつじ会だより No125 4 月 15 日（水）ＡＭ12 時より桜のお花見 場所…鶴見橋中公園  

・社会福祉振興助成事業募集のお知らせ…独立行政法人 福祉医療機構 

外部連携報告 小川 会員    杉浦 会員   中北 会員 

 3/15	
 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ情報ｾﾝﾀｰ企画「ﾐﾆ交流会」について/小川…「大阪市の COMVO ﾈｯﾄ」に登録している団体間の交流を図る目

的で開催される。13 団体 17 人が出席し意見交換をしたが何処も悩み事は拠点（集会所・稽古場）の確保でした。	
 

 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ情報ｾﾝﾀｰの大改革について/杉浦…大阪 24 区ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾋﾞｭｰﾛによる市民運動。	
 

3 月号 COMVO にｿｰｼｬﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ記事内容を参考に。	
 

 有ボ連の動向/中北…「新しい公共支援事業」の説明会に参加して、討議	
 支援事業内容に期待外れの感があった。	
 

 大阪 NPO ｾﾝﾀｰ総会/中北…「新しい公共」の概念説明に納得できた。	
 

 前２件を踏まえて「新しい公共」の概念について/中北…押売新聞第 4号「ごめんねっと」に詳細掲載。	
 

 福祉サービス第三者評価事業の動き/中北	
 

評価機関連絡会を NPO 法人化に尽力する。ふくてっくは評価しない機関として客観的立場での継続していく。	
 

第三者評価の枠にとらわれず活動する。…医療・福祉ｻｰﾋﾞｽ機能保全ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業。	
 

 青葉園での活動/中北…3月 26 日	
 15 名のﾒﾝﾊﾞｰが参加。漏れ縁製作、ﾄｲﾚの手摺り固定、ｶｰﾃﾝ設置	
 

 震災による関西建築業界事情/中北…地震の影響で建設資材の調達が困難になったが、現在は東大阪や神奈川の工場で製

作も始まり、何とか動き出している。	
 

提案事項：中北	
 

１．中部障害者解放センター諸施設の耐震対策	
 

	
 	
 ①ｾﾝﾀｰ②赤・青おに作業所③GH とんとんﾊｳｽ④GH ﾘｵの耐震診断と耐震補強を実施する。	
 

ふくてっくを中心にﾁｰﾑを編成して取組んではどうか提議。	
 

１．研修部会	
 	
 	
 鎌田	
 会員	
 

 ﾊﾟｿｺﾝ教室	
 4 月 2 日	
 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ情報ｾﾝﾀｰﾛﾋﾞｰ内…講師	
 苅田理事でﾜｰﾄﾞの使いかたをテーマに。	
 

5 名参加で参加費（資料代込）2,500 円は、苅田さんからすべて義援金に寄付される。	
 

２．東大阪部会	
 	
 	
 	
 清水	
 会員	
 

 3 月検証活動報告	
 
・活動日数：6日	
 （3/3.10.17.24.30.31）	
 	
 

 その他の活動報告	
 
3/19	
 10:00～12:30	
 定例部会/104 号室	
 9 名参加	
 

3/16	
 東大阪高齢者・重度身体障害者住宅改造費助成事業研修会実施…小川・清水で講師を務める。	
 

参加者 74 事業所 75 名。介護保険住宅改修との違いや、計画における注意点などについて研修を行う。	
 

・H23 年度の東大阪市との契約は、年度予算が議会で可決されなかったので、暫定 4～6 月で契約する事となった。	
 

 ワンポイントアドバイス…これからの部会報告では、住宅改修/生活改善に関わる情報を発信	
 

『排泄しやすい条件』洋式便器でｽﾑｰｽﾞな排便を行うﾎﾟｲﾝﾄは、排泄姿勢を整える①腹圧をかけやすい②座圧の軽減③肛

門周辺の露出、踵が床にしっかり着き前屈姿勢がとれることが必要。若い時は不安定な姿勢でも、腹筋・背筋を使って

息み排泄に支障がないが老化とともに筋力が低下し難しくなる。その時は座位保持用の手すりを設置する。	
 

３．福祉用具部会	
 	
 	
 古場	
 会員	
 

3 月 14 日（月曜日）   休会 

4 月 15 日（金曜日） 総合福祉展（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ 2011）見学。    

       会 場…ｲﾝﾃｯｸｽ大阪 午前 10 時～12 時    

テーマ…高齢者・障がい者の快適な生活を提案する総合福祉展に参加する。 

４．木工部会	
 	
 	
 樋口	
 会員	
 

 工房移転の経過報告…西川会員より工房移転候補場所を本部に報告し採決を求める。 
 3 月度は木工部会としての外部行事はありませんでした、3 月 26 日の活動日は木工部会としても「青葉園」の応援に活動変更を

しました。 

 4 月 27 日に住之江区福祉ｾﾝﾀｰにて「さざなみさん」と今後の活動展開についてうちあわせを行います。 
 4 月度木工部会の活動日・・4 月 9 日（土）と 4 月 23 日（土）の 2 日間です。10：00～15：00 
 4 月 24 日 大阪市こどもｶｰﾆﾊﾞﾙ予定 

NPOふくてっく定例会 
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５．住環境研究部会	
 	
 	
 	
 畑	
 会員	
 

 事例報告  天王寺区 Y 邸  担当 春岡 利用者 82 歳女性 要支援１の方。住宅改修 手すりの設置・床の段差を解消す

る。歩行時ふらつき、転倒防止のため、手すりを設ける 

 3 月部会報告 防災グッズ一覧…冊子配布販売する。手動充電式懐中電灯を紹介（冊子販売費はふくてっくに寄付 17300 円）。 

＊ぼとむあっぷ＊（	
 活動懇談会/検討会議	
 ）	
 	
 	
 小川	
 会員	
 

東日本大震災義援金について	
 

「NPO 法人	
 ゆめ風基金」に会員よりの募金総額 40,368 円を募金する。	
 

吉本会員から、ふくてっくに縁のある牧口さん主催の「NPO 法人	
 ゆめ風基金」に寄付する事を考えてほしいとの案がでる。

「ゆめ風基金」はこれまでも地震等々の天災に対して救援金を送ってきたが、今回の東日本大震災に関しては被災範囲が

大きい事を受け、現在基金の全額となる 2億円を障害者救援金として送る事を決め、救援金を募っているとの事。	
 

（既に被災地障害者救援活動や自立ｾﾝﾀｰ・支援ｾﾝﾀｰ、作業所への救援金が実施されています。NPO ゆめ風基金 HP より）	
 

福祉サービス第三者評価の動向	
 	
 

○評価機関を取りまとめる連絡会みたいな組織を作る。評価活動をしない評価機関としてふくてっくの中立性を活用する。

6月のふくてっく評価機関の認証登録は更新しない。	
 

○新しい公共の場で手をあげ、社会活動をめざす。	
 

○ふくてっくﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにはこれまで通りこむねっと部会の活動として掲載する。	
 

木工部の工房移転について	
 

○こむりんく（企業と NPO とﾏｯﾁﾝｸﾞ）に登録	
 工房移転先を企業・NPO 等からの提供を待つ。	
 

○工房候補場所 倉庫（約 3 万円）、ＪＲ高架下倉庫（約 4 万円）等々、探しているが何処も高く、即決は出来ない。 

○吉本会員より、借家使用が提案 借家料は 2万円。 工具・材料切断に騒音が出て隣室に迷惑がかかり倉庫のみ使用になる。 

○4 月いっぱい移転先を探して再度検討（5 月例会）する。5 月末に移転する。 

懇談会報告（参加者 23 名）	
 

・先月の理事懇談会での意見を紹介し、これからどの様な会としなければならないかを議論する場を持つ事を確認（月１回）。	
 

・ふくてっく「理念」を再確認する（特に異論はなし）。そしてﾐｯｼｮﾝについて、現在ふくてっく全体として一つのﾐｯｼｮﾝを掲

げる形態ではなく、各部がﾐｯｼｮﾝを発信しているのではないかという現状についてどう考えるか。	
 

・部の活動内容でも何でも一つ、年度の“スローガン”を起てて「目標」を示すのはどうか、という意見も出る。	
 

・「会の組織」についてしっかり話をするべきという意見があり、来月のﾃｰﾏとして話合う。 

＊
学
習
会
＊	
 

「東日本大震災の現実」	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 講師：	
 永井美佳氏	
 （大阪ボランティア協会）	
 

平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分、東北地方太平洋沖地震災害が発生。震源は三陸沖	
 

震源域は岩手沖～茨木沖	
 地震の規模を示すﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞは 9.0	
 	
 

1900 年以降、世界で 4番目の規模	
 高さ 8.5ｍ以上の大津波を各地で観測	
 

○福島県から宮城県に宮城県ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰに入った。	
 地震・津波被害は甚大だった。	
 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとして活動し、宮城県内の避難所を回った。物資のない個人避難所もあり、物資供給はｱﾝﾊﾞﾗﾝｽ。	
 

○不足物資はﾀｵﾙ・ｳｴｯﾄﾃｨｯｼｭ、物資は自衛隊が運んでいる。	
 

被災者に避難生活の中で何に困っているかを聞き、自分が出来る活動を考える。	
 

○ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動は物の活動、人の活動、金の活動のどれかで支援する事を考える。活動支援金・義援金	
 

	
 人の活動として炊き出し、荷物移動作業を支援できる。金の活動として義援金にて支援できる。	
 

○ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして参加する時は食べ物・宿泊・ﾄｲﾚは自力で完結しなければいけない。	
 

＊名札の回収タイム＊（名札を集めます。返却にご協力ください。）	
 

＊にこにこタイム＊	
 （会員による、個人の情報発信コーナー）	
 

	
 

＊初参加者の感想＊（初参加者には例会参加の動機、参加した感想など一言お話いただきますのでご協力ください）	
 

西宮市の京谷さん（先月に引続き参加し感想を述べる、学生会員になる）	
 

＊次回例会の司会・書記の予定

＊	
 	
 

平成 23 年 5 月 7 日	
 

司会：	
 光川	
 会員	
 
五十音順です。予定者の都合が悪い場合は、次の会員が担当となり

ます。司会予定山田会員・秋岡会員・有馬会員・池端会員	
 書記：	
 佐久川	
 会員	
 

＊次回以降の予定＊	
 

・5月 7 日(土)	
 13:30～17:00 頃	
 	
 	
 会場：大阪市立社会福祉ｾﾝﾀｰ	
 

	
 内容	
 ■学習会「福祉サービスの就労環境の現状と課題」中村	
 範久	
 氏：■活動報告・懇談会等	
 

・6月 4 日（土）13:30～17:00 頃	
 	
 	
 会場：大阪市立社会福祉ｾﾝﾀｰ（予定）	
 

	
 内容	
 ■学習会（仮）「作業療法士の日常」	
 	
 	
 ：■活動報告・懇談会等	
 

	
 


